前期学校評価アンケート結果


平素は、本校教育にご理解、ご協力いただき、ありがとうございます。さて、７月に実施いたしました、前期学校評価アンケートの結果についてお知らせいたします。今年度も、「児童」「保護者・地域」「教職員」を対象にアンケートを実施しました。このアンケート結果は、特徴的な項目をピックアップして分析したものを掲載しております。
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あいさつに関する項目についても、
昨年度から実現度が上がっていました！
【生活面】児童・保護者　実現度ベスト５
べ



	児　　　　　童

	１位
(保４位)
	交通ルールを守り、安全に気を付けて登下校したり、地域で過ごしたりしていますか。
	９７．８％

	２位
(保３位)
	相手の気持ちを考えて「ありがとう」や「ごめんなさい」など、自分の気持ちを伝えられていますか。
	９７．１％

	３位
(保１位)
	やってはいけないことは、しないようにしていますか。
	９６．４％

	４位
(保８位)
	「いじめをしない」「いじめを見のがさない」ができていますか。
	９６．２％

	５位
(保２位)
	友達に親切にしていますか。
	９６．０％


	保　　護　　者

	１位
(児３位)
	お子たちがやってはいけないことはしないように働きかけていますか。
	９７．８％

	２位
(児５位)
	お子たちが友達に対して親切な対応ができるように声をかけていますか。
	９７．１％

	３位
(児２位)
	お子たちが相手の気持ちを考えて、礼儀正しい行動をすることができるように働きかけていますか。
	９６．４％

	４位
(児１位)
	お子たちが安全に気を付けて登下校したり、放課後に地域で過ごせるように働きかけたりしていますか。
	９６．２％

	５位
(児６位)
	お子たちが「おはようございます」「こんにちは」など、自分から挨拶をするように声をかけていますか。
	９６．０％




【児童・保護者の実現度を比較して】
・児童と保護者のアンケートを集計し、実現度の高い順に５つの項目を比較してみると、ほとんど同じ項目において「よくできている」か「だいたいできている」のような肯定的回答が多いことがわかりました。このことから、家庭でお子たちに働きかけていただいたり、声をかけたりしていただいていることが、子どもたちの行動に大きく影響しているといえます。今後も、家庭と学校が同じ思いで子どもたちを育てていくことが大切だと感じました。
・交通安全に関わる項目では、児童の９７．８％の子どもたちが、できていると回答しています。嵯峨野小学校では、見守り隊の方をはじめ、PTAやスクールガードリーダーの方々が登下校時などの、安全パトロールや信号や交差点での見守りをしてくださっていています。そのような活動も子どもたちの安心につながり、安全に気を付けながら過ごすきっかけになっているのではないかと考えています。
・児童のアンケート結果２位は、『相手の気持ちを考えて「ありがとう」や「ごめんなさい」など、自分の気持ちを伝えられていますか。』という項目でした。今年度は毎月の全校集会等を利用して、人権の取組を行っています。先月は、「人が嫌なおもいをするような言葉はなぜ使ったらだめなのか」ということについて考えました。子どもたちは、「自分も言われたら嫌な気持ちになるから。」や「友達を傷つけてしまうから。」など、自分事として捉え、考えを広げたり深めたりしていました。また、児童会でも「プラス言葉を使おう」と、本部役員の子どもたちが放送で６つのプラス言葉について全校児童に呼び掛けていました。このような日々の積み重ねが、相手の気持ちを考えて行動することの大切さを考えることにつながっているといえます。これからも、自分も友達も大切にできる嵯峨野っ子であり続けてほしいです。


学校評価アンケートの分析を終えて


今回のアンケートを通して、どの項目においてもおおむね肯定的な意見であると感じました。しかし、今年度導入した「チーム・学年担任制」や、「スクリレ配信」については２０％弱の保護者や児童が「困っていることがある」と回答していました。保護者の方からいただいたご意見の中には、「チーム・学年担任制」については、「いざという時に、どの先生に相談すべきなのかわからない」というご意見がありました。嵯峨野小学校ではたくさんの大人と関わりながら、たくさんの目で一人ひとりの子どもを大切に育てることを目指しています。お困りのことがあれば、誰を通していただいても構いません。まずは学年団の教員まで、お気軽にお声掛けください。「スクリレ配信」については、「配信される文字が小さい」や「お便りの字が小さく感じる」などのご意見がありました。システムの改善や、まだまだ工夫してシステムを活用する必要があると考えております。今回いただいたご意見を参考に、最善の方法を模索しながら検討を重ねていきたいと考えています。
また、学校運営協議会理事の方からも、「子どもたちなりに交通安全や挨拶に気を付けているという意識ではあるが、道いっぱいに広がった歩き方や挨拶を返せない場面なども見られる。」や「自由記述欄を設けて意見を求めることは大切だ。」等、大人が良いモデルとなり、地域・保護者・学校が意見交換しながら協力して子どもたちの成長を支えていくようご示唆いただきました。これらのことを踏まえ、子どもたちを中心に据えた教育活動を実践し、子どもたちをよりよく育んでいきたいと考えています。
今回の学校評価の結果を真摯に受け止め、よりよい嵯峨野教育の在り方を探り、今後に生かしていきたいと考えています。今後も引き続き、本校教育にご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。
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【学習面】児童　実現度ベスト３
ふりかえりに関する項目については、「よく出来ている」と回答した児童が、昨年度から10％も上がっています。また、めあてに関する項目についても肯定的な実現度が９０％を超えていました。数年前から学校全体で学習のめあてを意識して授業に参加することや、何を学ぶことができたのかをふりかえりに書くことを大切に指導してきた成果が、子どもたちの意識にもあらわれていると考えます。今後も、一人一人が主体的に学びに向かえるよう教育活動を進めていきます。




 学習のめあてを意識して、自分から進んで授業に参加していますか。
自分の思いや考えを伝え、友達の思いや考えを聞こうとしていますか。
自分の目的にあわせて、タブレットや本などを使っていますか。
今年度、嵯峨野小学校では、「主体的に学ぶ力」・「伝え合う力」・「情報を活用する力」に重点をおいて児童の資質・能力を育成しようと取り組んでいます。教職員は、あらゆる教育活動の場で、これらの力を育成するための工夫を意図的に行ったり、個別に声掛けをしたりしています。今回の児童アンケートを見てみると、どの項目でも肯定的な回答が9５％程あり、子どもたちが主体的に授業に参加し、友だちと交流しながら、自分の学びと向き合っていると意識できていることがわかりました。































「おはようございます」「こんにちは」など，
自分からあいさつしていますか。
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